
８月５日の二宮町生涯学習センター・

ラディアンでは、戦争の記憶を伝え平和

を願う「第 34回ガラスのうさぎ像平和と

友情のつどい」が開催、参加者は平和を

願った。 

 当日のつどいでは二宮中学校の生徒が

銅像の碑文を、二宮高校の生徒が銅像碑

文の英訳文を朗読、そしてガラスのうさ

ぎ著者の高木敏子さんからのメッセージ

が披露され、「平和はもろいもの」、「戦争

のために生をまっとうできなかった人た

ちのためにも、若い命を大切に」などの

言葉が伝えられた。つどいでは戦争体験

談が語られ、8 月 5 日の二宮駅の空襲、

機銃掃射や平塚の軍需工場が炎上

する様子が具体的に語られた。ま

た、町役場そばの吾妻山山頂付近

には地下壕が残っており、相模湾

を通る戦艦への砲撃のための壕だ

ったのではと話すなど、リアルな

体験談と戦跡の報告が行われた。

そして紙芝居では「荷物と同じ重

さの人生を生き抜いて」が、プロ

ジェクターで拡大され上映、映し

出された絵の中には戦争の悲惨さ

と苦悩が描かれ、語り部がその絵

を補足し参加者を引き付けていた。

最後に歌「ガラスのうさぎ」を参加

者で合唱し、中身の充実したつど

いは終了した。  

つどいの終了後に買い求めた「ガラス

のうさぎ」著書は、高木さんの実体験を

題材に戦争の悲惨さを描いた小説で、東

京大空襲で母親と妹たちをなくし、その

後、機銃掃射で父親を目の前でなくして

しまった少女の視点から描かれている一                   

冊でした。つぎつぎに家族をなくし、縁

故疎開先で、親せきとはうまくいかずに、

悲しい思いをするなど、少女の苦しみが、

リアルに伝わってくる、戦争の悲惨さ、

平和の大切さについて、考えさせられる

作品でした。戦後世代が大半を占める時

代に、平和への関心を高め、二度と戦争

を起こさない社会とするために! 

 

（紙芝居の上映中） 
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「平和はもろいもの」伝えようこれからも！ 

長崎平和を考える集会及び長崎爆心地公園 

の黙祷に参加して!  報告ピースサイクル神奈川 佐藤 

８月６日から９日の４日間で開催された、玄海～長崎ピース

サイクルに参加した。ピースサイクルでは、玄海原発稼働反対

の申入れ、玄海町に文献調査受け入れ中止の要請（８月７日）、

そして長崎平和を考える集会（８月８日）、原爆朝鮮人犠牲者

追悼集会と長崎平和資料館館長への平和メッセージの手交、長

崎爆心地公園での県民集会と黙祷（８月９日）に参加した。長

崎平和集会では、「核兵器は遺伝子を標的とする非人道的兵

器!」をテーマの講演を伺い核兵器被害の悲惨さを学んだ。翌

朝６時の長崎市内は豪雨。各集会や行事の開催が危ぶまれたも

のの、早朝７時３０分から開催の朝鮮人犠牲者集会は少しの雨

に降られたが、１１時２分からの黙祷は雨が止み行事は無事開

催された。時間にはサイレンが響き公園に参集した人々は、８

０年前の状況を

悲しみ黙祷した。

戦争しない国と

するために一歩

前進しましょう。        

 

長崎爆心地公園

での黙祷）➡ 

原水禁世界大会参加して     

 報告 郵政ユニオン神奈川 竜田 

8月 4日から 6日の日程で原水禁世界大会に参加しました。原

爆被害者の生の体験、そして苦しんだその後の人生に心打たれま

した。核の被害は一般市民を巻き込む残虐な核攻撃だけでなく、

放射能による被曝まで幅広く存在します。広島、長崎に限らず、

核実験場となった国や地域の人々、さらに原発事故により多くの

福島県民が未だ犠牲になっています。核の脅威と被害から人類が

解放されるのを願っています。 

2日目午後は呉基地の軍港ツアーに参加しました。戦艦大和が

建造された大型ドック、艦隊が集結する軍港、解体中の日本製鉄

工場を見て回り、呉が基地の町として国から軍事優先主義をいか

に担わされているか目の当たりにした。舞鶴、佐世保、横須賀に

並び軍転法をもつ旧軍港市の現状を憂いています。 

3日目は、原爆忌当日は場外ですが慰霊式典に参加しました。

広島市長、県知事からの

メッセージで、核抑止論

は誤った議論で役に立

たない、核による脅迫は

許さないという論点が

示されました。核廃絶の

ために私も一労働者、一

市民として声を上げて

いきたい。       （原水禁２５世界大会広島に参加して） 



7/28県共闘・「労基法解体を許すな!」 

学習会を開催!  報告  小内 

  （大野講師の熱意溢れる公演）  

 労働者の労働条件に大きく関係する法

律は、と問えば、誰もが「労働基準法」

を真っ先に挙げるだろう。その労基法が

危ない状況に追い込まれようとしている。 

 県共闘は労働法制改悪に強く反対する

立場から、７月２８日、「労基法の解体

を許すな！」をテーマに学習会を開催し

た。会場は L プラザ、講師は全国一般全

国協の大野委員長にお願いした。 

 厚労省・労働政策審議会は、今年 1 月

にまとめられた労働基準関係法制研究会

報告（以下「報告」）を基に会合を重ね

ている。「報告」の内容がそのまま法案

化されれば、強行法規*としてある労働基

準法は、骨抜きにされてしまう。と講師

は言う。「報告」では労使合意があれば、

労基法で定められた基準以下のものも法

的に有効となる、ということだ。しかも、

この労使合意の「労」は労働組合に限ら

れたものではなく、「過半数代表」とし

て社友会や親睦会などが「労」を代表で

きる可能性があるのだ。このことは、労

働組合法の社会的意義も薄めかねない。 

私たちは、労政審の審議経過を注視す

るとともに、職場での取り組みを強化し、

労働法制改悪反対の闘いを継続していこ

う。 

*強行法規＝当事者の合意にかかわらず、

強制的に適用される法律 

学校事務職員労働組合神奈川第 29回

定期大会開催  報告がくろう宮澤 

7月 11日、がくろう神奈川は第 29回定

期大会を開催し、今年度の組合方針を確

立した。文部科学省が掲げる「学校の働

き方改革」の名の下に教員や教頭・副校

長の「雑務」を事務職員に転嫁しようと

ういう動きが進んでいる。そのために学

校事務の共同実施や共同学校事務室に学

校事務職員を集約し、「事務長」や「グ

ループリーダー」といった名目で取りま

とめ役を厚遇する不合理な賃金制度導入

は、学校事務職員のモチベーション低下

につながりかねない。こうした動きに対

して反撃していく重要性が議論された。

 

（大会で発言する組合員の様子） 

また、職能集団や日教組系労働組合が進

める「仕事の取り込み」による労働強化

に対しては組合への結集を呼びかけ反撃

していく方針が確認された。 

 多くの自治体現場と同様、学校事務に

おいても有期雇用労働者の割合は増加し

ている。各年度末の任用継続や労働条件

の均衡を求めて取り組みを進めたい。組

合にもこの間、有期雇用の仲間が結集し

ているが、さらなる団結強化を図りたい。 

 学校事務の労働環境をめぐる課題への

取り組みのみならず、県共闘に結集し県

内労働運動と連帯していくこと、沖縄新

基地建設反対、憲法 9条改悪阻止、反戦

と平和への取り組みについてもさらに進

める組合方針を確立した。 

  2025年「寿夏祭り」楽しく開催 

できました。 報告寿日労 由良 

８月１０日の舞台作成から、１５日の

物故者供養までの期間で、寿夏祭りが取

り組まれました。今年は雨が少なく３０

度を超す暑さの中での活動でしたが、ボ

ランティア仲間の皆さん、誰一人倒れる

こともなく、楽しい祭りを開催すること

が出来ました。 

 祭りは、１０日、１１日は、雨が少し

降ったりして建込みには少し時間がかか

りました。１１日の子供行事、カラオケ

大会、盆踊り、１２日の子供縁日、歌謡

ショー、盆踊りを寿公園で行いました。

１３日はフリーコンサートを交流会広場

で行い。１４日は今までで初めての休み

とし、１５日はお寺さんが来て、亡くな

った仲間の供養を行いました。 

 寿町の夏祭りは、町内に建つ簡易宿泊

所のオーナーや医療関係者の皆さんにご

協力いただいています。また。県共闘、

全国一般神奈川からは、大玉スイカのカ

ンパをいただき、子供行事や仲間の店で

ふるまいました。ご協力、ご支援有難う

ございました。暑さも和らぐであろう９

月からは、日常の活動とともに越冬闘争

に向けて我々は活動を開始、頑張ってい

くつもりです。皆さんのご支援を今後と

もよろしくお願いいたします。 

 

（羽田空港でのスタンデング）  

８月１１日 ＪＡＬ羽田空港スタンデング行動 参加報告 

２０１０年大晦日の解雇から１５年に。この間会社は株主総会などで解決すると

言いつつも、現状は争議継続中で未解決です。１６５名が解雇されたが後の闘いで

必要のない解雇であったことも明らかとなっています。経営の失敗を経営者自ら取

ることはなく、労働者に押し付け解雇するなど有ってはならない。ＪＨＵ労組都労

委の闘いや全国各地の街頭情宣の取り組みは止まることなく続き、闘いは前進して

います。争議解決まで共に支援していきましょう。 

※夏物販のご協力ありがとうございました。冬期もよろしくお願い致します。            

県共闘・第 35回定期大会のご案内 

25春闘行動や最賃アップの取り組みで、

安心して暮らせる賃金をと取り組みを重ね

ていますが、物価高騰が続き、私たちの生

活は厳しくなっています。第 35回県共闘大

会を成功させ 2026 年の闘う方針を確立し

共に闘いましょう。万障お繰り合わせの上

ご参加をお願いいたします。 

日時   １２月６日（土）14:00～ 

会場      未  定      


